
稚樹が徒長することなく良好な成反をしていることを示咬している,

これに対し,画一 4区,焼-4区とも】0m未清の稚樹の占有率は20あにとどまり.

刈払い区よりは,アカマツ林子の発•芽率が劣ることを示した,一方,飛:侖籾高は讣ー 4 

区で8 06と刈払い区より低かったものの,检ー4区では12003に遅した。このこと 

は,重放牧区では放牧牛の蹄傷害が大きく,稚樹の成疚が阻害されたり,枯死するもの 

が多いことを示している。また,軽ー 4区の稚樹高が高いのは,稚樹カ：徒£<気咔である 

ことを示唆している。

4 まとめ

長草型植生地を対象にしてのアカマツ天然下種史新のためには,先ず,ササなりススギを 

中心とした長草型の植生構造を破翻しなければならない。

ところで,ススキは放牧圧に翳いため的 ススキ型植生を退化させるには,曜庄の放牧で 

充分であり,強度の放牧を加えることは,折见発生した幼樹を歸傷害で失うことになる。し 

かし,放牧を中止すると•ススキ型草地への回復が速やかである。従って,発卒したアカく 

ッの成長を期待するためには,軽度の放牧を長年繰返す必吸があった。

一方,クマイザサまたはアスマネザサ生地は,放牧圧亿対する抵抗性が比較的強い。特に 

後者は放牧圧に強く,関東地方の立木または無立木状懇の放牧地6て普通にみられる•切生タイ 

プである。従って,これらのササ生地を対象亿しての森林の天然更新を期待するためには,強度 

の放牧を徹底して加える必设がある。しかし,限度を越えた放牧圧を長年加えることは,入 

スキ生地と同様に,発生稚圈を繼つけることになる。從って,ササが我退した後は,軽成の 

放牧を続けるか.または休牧期間をはさむことが望ましい。

引用文献
1)神長毎夫・小川 澄•二瓶守治：クマイザサ地の放牧とアカマツの天然更新,昭和5 3帽 

度(第3 2回)林楽技術研究集録1979

林業機械の振動騒音の防止

(作業方法の改善)
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この機械に浅野のじぐーになるものがついていませんか②ー】 ベダルやレバーは便いやすいところにありますか

②一 2 体をねじったり無理な姿勢をしないで操作がでさ1すか

②一 3 作業位8¢はおおむね快適ですか

③一1 座席の安全性は大丈夫ですが

③ ©— 2 座席の位置や皆%たれの傾斜は良好ですか

©—3 座席,背もたれの張り貝合(/糸擦,通題貝・合)は良好ですか

座
③一4 座席のスプリングはシ・,ックに対して十分ですか

席
③一5 座席の高さ,長さの通節範囲は十分ですか

③一 6 席座は簡単に調節で$ますか

④一1 運手室の広さは十分ですか

④一 2 運転室亿危険な突出物はありませんか

④一 8 巡転室の掃除は簡单にできま・すか

⑤ー】 上く便うレバー,ペダル類は簡中にとどく範囲にありませんか ベダル

⑤ レバ1

レ ⑤一 2 操縦するのY無理な力をいれなくてすみはすか ベダル

パ レパー

1 ⑤一 8
•

レバー,ベグル類の動かす範囲は丁度いい具合になっていますか ベダル

• レパー

ベ ⑤一4 ハンドル,レバー,ベダル等の使い分けはうはくなっていますか ベダル

グ (機能に合っていますか) レノt—

ル ⑤一 5 操縦かん］本あたりの作業道は適当になっていますか ベダル

等 レバー

⑤一6 レバーやベダルは操作まちがいかないよつ配置されてい凌すか ベダル

レパー

⑥一1 必要だと思われる針器類はみんなそろっていますか

⑥ ⑥一 2 不必要だと思われる針器類はあり凌せんか

計f 1
⑥一3 危険信号は目につく位置にありますか

⑥一4 計器類傾その場に合った形をしていますか

器 <6)—5 計器類の配罔はうまくできてい注すか

⑥一6 針器類はみやすくなってい・ますか

⑦ ⑦一1 運紜中,地表がよくみえますか

視

野 ⑦一 2 運転中,上の方はよくみえ岐すか

橈 ©-•! 麒から外をみる時,反如で困るようなことがあり建•せんか

野 ⑦一 5 窓ふき用のワイパーや,洗浄用具がついてい注すか

®-»運転空内の明るさは十分ですか

⑧一2 受の找さからう戈く保護されていますか

⑥一3 冬の容さから51<保撞されていますか

辭
©-4 寸き旋風が入ってくるようなことはありませんか

© ©-1 運転室は排気ガスの臭 がしませんか
排

須 ⑨一2 運転室は油やガソリンの臭いがしませんか

a«-1 耳:せんなどしなくても禮聽になる危険はないですか

音 ⑩一 2 耳などしな < てら騒音作業中いらいらすることはありませんか

⑪ ゆ一1

,站2 
振

11)-3 
動

U)-4

この機械は振動から守られるよう左設針になっていますか

作業中,撮動からそんなに妨げられずに作業ができますか

作業中,振動に您魏｛されて疲れたり能率が低下するようなことはあり凌せんか

作業中の振動は快適性からいって,がまんができるくらいのものですか

调査項目(3段階評価)

評丽のポイント

①乗り降り

あまり 重 

重要でない

②作業位联

③ 座 席

④ 運 転 室

⑤ レバー,ベグル專

⑥叶 器

要 かなり 部価のボイント •ちヨリ 帀要 か左リ
要 禾要 部価のボイント 重耍でない 帀要 禾'&

⑦ 祝 野

⑧ 癩’風気温,

⑨ 排 気

⑩ 騒 音

⑪振 動

率が低下する ②非常口の散が十分にない ③夏の暑・さから保護されていない ④窓の外

をみる時,反射で困ることがある,であった。せた,トラクタについては特に③座席 ⑦

視野の項目で旃え率が髙い傾向にあったC

(2-2 ) 調査結果一11項目からなる人問工学的チェックリストによる分析

11項目に対する運転手の反応(関心度)の平均と標準偏差を表ー 2に示す。な!•、評価

点は,各項目の"あまり重耍で左い"に1点,"重要”«2点"かなり重要”に3点を

-102- -103-



評価項目 集材援 トラクタ 合 計

①乗りおり 1.3 8 6** (Q70 1) L 6 1 7 ** ( a 7 6 1) 1.504 ** (Q738)

②^槊位置 L9 65 (Q6 5 4 ) 2067 (Q68 6) 2017 (Q669)

③座 席 2123 ((1657) 2.1 50 * (Q577) 2.1 37* (Q61 5)

色運転室 L8 60 (Q6 67) 2.000 ( Q68 9) 1.9 3 2 (Q6 7 9)

⑤レパー ル 2.088 ( Q6 62) 2167 (Q7 4 0) 2.1 28 ( Q7 0 】)

⑥計 器 1.8 77 ( Q7 3 4 ) 1.75 〇・* ( Q7 28 ) 1.8 1 2 ** ( ft 7 3 〇 )

⑦視 野 2.333* (Q690) 23 6 7** (Q7 3 6) Z35〇・* ( Q711)

侖明るさ・気温
⑥•すきま風 196 5 (Q73 1) 2.0 00 (ft 7 1 3 ) 1.9 83 ( ft 7 1 9 )

⑨排 気 1947 (Q718) 1-7 0 〇• ( Q6 9 6) L 8 2 1 ** ( ft 7 1 5 )

⑩騒 音 2193* (Q611) 2.267** (Q73 3) 2.2 3 1** ( ft67 4 )

触 動 23 33** ( Q636) 2.417** (Q696) 2.3 7 6 ** ( ft6 6 6 )

台救 57 60 11 7

** : I労有意

* : 5 %有意

て行われた。その氏吸は表ー 3のようである。厠定は,箱型の3方向の岫冋時明定可能 

のピアクアッブ(リオン株式会社：NPV-82A)を电材喉,トラクタの座席上に置さ,振 

助計(リオン枕式会な裂3チャンネル公’占用掠動レベル計VM- I 6 )を通してデータレ 

コーダ(共利忒業殊大会社・製RTP — 5 2 0 A )に此锻させて世た。このデータを研究室 

で再生させ.Z オクターブ周波数分析器(リオン蛛式会壮製S A-5 7 )で分析し,レ 

ベルレコーダ(りオン株式会社裂LR-0 I )で肥録検討した。

⑵抵劾の分布

I集,オサイクルの例として,そのチャート(図-1(1),(2))と振動のレベル領度(1サ 

イクル中にかける1.5秒ごとの振動のレベル頻度)を図-2(n⑵に示した。チャートや 

レベル班］愛図からわかる通り分布型は両靖に2つのピークをもつ分布型となる。これはい 

わゆる休業威械作業時< 柴材槻ではr空搬器走行」,「R敵器走行」時埠 トラクタでは 

「空車走行」,「実車走行」時等)と停止時(「荷掛け待ち」,「荷はずし待ち」岑)の 

旅動が現われたものと思われる。

表ー 8振動,凋査の既要

集材機

機 種 埸 所 索張り方式
平均集材

砲 離
平均1集材 
サイクル時間

備 考

MS70-3MA 千頭営林t： ダプル・エントレス 2 0m 2分2 9秒 積み込み線

MS70—5MAB // 〃 3 0m 2分5 〇秒 〃

Y33JID6 〃 エンドレス•タイラー 4 5 0 m 12分】7秒

Y38HD6 // // 2 5 0 m 6分〇1秒

MS70-3MA 〃 ダフンレ・エントレス 2 0 m 15分11秒 能み込み線

Y33HD6 〃 エンドレス•タイラー 7 5 0 m 8分】2秒

Y3 2E 水戸営林署 〃 2 0 0 m 8分〇 4秒

Y33HD6 4 5 0 m 6分4 4秒

Y4 3 富岡営林崙 5 0 0 m 12分4 4秒 荷上げ集材

Y4 3 棚愈•営林署 9 0 0 m 21分〇 4秒

2 集材機,トラクタの作業時Kおける座席振動の実您

⑴調査方法

振動測定は,トラクタ8台(クロ ーラ型5台,ホイール型3台),集材機1〇台につい
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ク

機 種 場 所
平均集材

距 艇
路面状態

平均1集材
サイクル時間

平均倾斜 Wる比我S

D40A 福島営林署 4 80 m ®沙
2 7分3 〇秒 7°

D40A 朝倉営林署 3 60 m <@砂 2 4分5 〇秒 1 5°

CT35(サ5-) 於岡営林署 800 m
価めかるみ拈土 
网所々点右 4 3分5 〇秒 ! 〇0 r?

T50 原ノ可•世林名 2 50 m
荷®カ枝・b条い,伐根t

14分4 5秒 1 2°

CT-3 5 水戸皆林若 4 0 0 m 危)砂 3 2分5 7秒 9°

NTK-5 沼田営林署 180 m
ぬかるみ,枝条 

繆伐枳,点石 18分17秒 9°

T50 // 〃 @ 〃 2 4分3 0秒 9°

T50 〃 2 60 m 鶴林沮•粘土 2 5分5 〇秒 5°

匿でfつlTG

(
包«

ヾ)

=

あ
急蜡

遂お

(ーニ—図
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図-2⑴ 作業時間(丨集材サイクル)に対するレベル別暴礴時間分布(Lin)

図一 2(2)全作業時問(1集材サイクル)に対するレベル別暴露時間分布(Lin)
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表一 4 各工程別】日の暴露時間

集材機 トラクタ

工 程
1サイクル 
弔均頻度(务)

!日換算 

時間の
ェ ・程

1サイクル 
平均頻废(%)

!日換算 
時間0

空搬器上げ 4(4.0) 1 4 空車走行 28 (1 0.0 ) ] 〇 1

空搬器走行 1 6 ( 5.2 ) 5 8 荷掛け待ち 18(109) 65

引込み 9 ( 5.5 ) 3 2 ウィンヂ引き 7( ao) 25

荷掛け待ち 2 9 (15.9) 1 〇 4 実車走行 23( &1) 83

横取り 】1(40) 4 〇 荷はずし待ち 12(1Q2 ) 43

実績器走行 19 (94) 6 8 盤台整理 13( 4.1) 47

荷むろし 5(63) 1 8 6時間

荷はずし待ち 6 ( 5.7 ) 2 2

6時問

()：標準偏差

---■---  Zあ向

40 --

図ー 3⑴ 空搬舞走行(集材機)
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dB
120 -

110 -

100 -

90 -
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図ー 3⑸荷掛け待ち(トラクタ)
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dB G

110

100 -0.1

90

8 h

80

/ 3オククーブパント’中,「•'周披な

70

60 -ODO1

垂直振動 
水平振動

50
K方冋

Y方胸

二ガ向

図ー 3⑹ウィンチ引き(トラクタ) 図ー 3⑺実車走行(トラクタ
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⑵®i音の分布

1娘材サイクルの例として,そのチャート(図ー 4(1),⑵)と騒音のレベル類度(1サ

イクル中におけるし 5秒ごとの破音レベル顏変)を示した(図ー 5 )

(3)巍音の周波数分析結果

図ー G⑴〜⑶は,集材機(Y4 3)とトラクタ(T-50)の・オクターブバント“てよ 

る周波数分析結果の1例を示す(図上の！!II線は日本産業衛生学会の勧告による許容基準緑)。 

これによると朝・機騒咅の卓越周波数成分は「空嫩器上げ」,「空搬器走行」工程で500 

Hz附近,「実撤器走行」で700Hz附近,「横取り」で1kHz附近にあり,トラクタ 

では5 0 Q1kHz附近に卓越周波数成分がある。

表ー5 騒音調査の砲要

集材機

機 趣

Y33HD6

場所 

水戸営林岩

索張り方式

エンドレス•タイラー

平均集材

距 離

4 5 0 m

平均1集材 

サイクノi 時問

6分4 4秒

備 考

Y33EPA 3 0 0 m 1〇分〇 ?秒

Y82E 〃 20 0 m 7分5 9秒

MS 7 〇-3MA 千頭営林署 ダフエントレス 20 m 18分〇 3秒 積み込み線

Y48 富岡営林署 エンドレス•タイラー 5 0 0 m 17分2 〇秒 荷上げ集材

Y4 8 柵含営林署 〃 900 m 16分5 〇秒

Y43 棚金営林署 // 9 0 0 m 21分2 0秒

MS70-54MAB 高萩常林署 〃 3 5 0 m 12分5 〇秒

-118- ー】19一
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史” 25上げ

30

MS70-5MAB Y43 30 40

図一 S 全作業時間(1集材サイクル)に対するレベル別禁露時分布(LinA特性)
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図ー 6(1)聘カ保護のための騒音・の許容基準(集材機騒音例Y4 3)
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図ー 6(2)聴力保護のための騒音の許容基準(集材機嚴音例 Y4 3)
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② 日・声了解度の判定のための竅音評価

〇 A I (明K(度指数)

。S】L (会話妨害レベル)

〇 P S 1 L (" ")

③ 室内環境保全のための568•訐価

oNC(室内の墟H諄価曲総)

oNCA(&咅革準交代曲線)

④ 地城環境J®汗の詳価

〇 し r ( I S 0 R196& 社会的反応の騒音評価)

OVVECPNL (航空機褒苗の評価)

以上であるが,この基準の中で林業機械に適応で在るのは,①日本童業術生学会の勧告と

②ISO19 9 9と考え,この2基準で潮査套音の評価を就みる。

図-6⑶ 聴力保鶴のための騒音の許容基準(トラクタ騒音例 T5 0)

ト ラク タ

機 種 場所 平均集材距離

T 5 0 福島営林署 3 5 0 m

T 5 0 4 8 0 m

D 4 0 A 〃 4 8 0 m

D 4 0 A 棚倉営林署 8 6 0 m

路面状您
W!蝠

平均侦斜

帰沢沿い 
'幽石,枝条 19分】5秒 7°

@砂 2 5分〇 2秒 7 °

@砂 2 5分3 5秒 7 °

@砂 2 7分】〇秒 15°

⑷騒音の評価法

騒音の評価法には色々な立場からの評価法がある。適用目的を4分類すると,

〇)聴力保護のための騒音

〇日本産業衛生学会の勧吿

〇 I SO19 9 9 (聴力保護のための作業間露聴の評価)

〇 NR数(騒音・肝価指数)

OOSHA (米国,1 9 6 9,戯業安全保護法による評価)

(5)過査騷音の評価

①日木産業衛生学会の勧告による抨!®

湫しい騒音下で作業する人にとって,聴力障苫の問!®は重要である。この場合,永久

聴力損失をどこまで許容するかが問題となる。この勧告はその限界を日常会話の棒琅に

ほとんど支障をきたさない程度に圜いている。これは,ここに勧告するが準以下であれ 

ば,】日8時間以内の騒音暴欝が日常的K1〇年以上続いた場合でも永久聴力損失を1 

kHz以下の周波数領域で1〇 dB以下,2 kHzの周波数で15 dB以下,8 kHz 

以上の周波数領娥では2 0 dB以下に納めることを意味している。

図ー7 聴力保護のための騒音の許容基準
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ばくろ時問
dB

中心周波数 許容オクターブパンドレベルdB 120 -

8〇 •

H z 4 8 0分 2 4 〇分 12 〇分 6 〇分 4 〇分 3 〇分

2 5 0 9 8 1 〇 2 1 〇 8 11 7 1 2 〇 1 2 〇 110-

5 0 0 9 2 9 5 9 9 〇 5 11 2 11 7 マて、

丄、100 -
"

卜

—
。^9〇-

I, 〇 0 0 8 6 8 8 9 I 9 5 9 9 1 〇 8

a 〇 〇 〇 8 3 8 4 8 5 8 8 9 〇 9 2

4 0 0 0 8 2 8 3 8 4 8 6 8 8 9 〇

4. 0 0 0 8 2 8 3 8 5 8 7 8 9 9 1
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許容基準は図ー 7,表-6に示したところである。碰音のレベルは振動と安なリ瑕朱t 

業ごとには変化したが,要素作業内では変動が少なかった。よって,要素作菜内ではZ 

常的な咅圧レベルが続いていると考え,各工程ごとの暴當時叫；汁で検討してみた。

集材機

集材機は主な工程として,「空搬器走行」,「荷掛け待ち」,「枫取り」,「実搬家

走行」の4工程を検討した(図ー 8(1))。値は各集材機の竅音•の中央値の平均とその

9 5 %信頼限界を示している。表-4の1日の騒音暴露時間と比較してみると,1Mlz

で「空搬器走行」,「横取り」,2 kHzで「空搬器走行」,「0黄取り」,「実搬若く 

行」カ；許容璃华以上にあることになる。耳栓の便用,「空搬機走行」時での無駄なエン 

ジンのふかしを滅らし,「横取り」時では長い横取り距離をなるべく減らし,材つう上

げ時での支障物を少なくし,集材しやすい立木伐倒方向を考える作業等の改善が望

る。

ト ラ ク タ

集材機と同様の検討をした。トラクタの場合はお«おむね許容基準をパスしているか, 

95%信頼限界の上限値で越えているものもみられた。集材機同様,1kHz, 2 kHz 

での改善が望される。(図ー 8⑵)

7 8 910 20 30 40 50 60 7080 ,
中心周波数 X10’

図ー 8⑴ 聡カ保渡のための騒音の許容基準 Hz
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図ー 8⑵ 聪カ保護のための騒音の許容基準 Hz
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茂一 ? 部分场な錦聰指数衣

② ISO】9 9 9 (19 71年)による譯価
！遮 間の 卻 分 騒 音 諾 聡 指 数

この勧告では,1週問4 0時間連続的に騒音ゆ應される場合を基木とし,50Q 1.0Ok 持統時間 レベルdB(A)(組分けの中点)

aOOOHzの鸵カ損失の平均が25 dB以上の場合を’’驼カ障害'’と定差し,騒音¥,3* 時間 m i n 80 65 90 95 100 105 110 115 120

における"聴力障卩,’者"の出現百分车と,非!®音・露にかけるそれとの差を危険iと公"
10 5 15 40 130 415

け,この値が】〇〜2 0 % ( 4 0年で)标度にとど凌るレベルとして,8 5 — 9 OdB(A) 12 5 15 50 160 500

14 5 20 60 185 585
という位を提案している。結韵は産果衛生学会のそれと大差はないが,I SOでは断統・

1 S 20 65 210 665

露の塚響を等音響エネルギー法則に基づいて考えている。 18 10 25 75 285 750

この規格の適用方法を示すと以下のようになる。①城音測定(騒音一レペル,烦汗のレベ
20 10 25 85 255 835

ル別持続時間―②レペル別嶺音暴露指数の算出(表ー 7参照)-"③合成騒h 25 5 10 35 105 330 040

30 5 15 40 125 395 250
指数の計算(レペル別騒咅暴露指敖の合算)一»④醇価騷音レベルの算出(表-8 ：»-•! 40 15 55 165 525 670

-*⑤祭踌年数の設定 - ⑥聘カ障害苑生の危険率推定(表一 9空照) 50 5 20 70 210 660 080

60 5 10 25 80 250 790 500

70 5 10 30 90 290 920 920

80 5 10 S5 105 330 1.050 330

90 5 10 40 120 375 ).190 750

100 5 15 40 130 415 1.320 170

2. 5 15 50 160 500 1.580 000

25 5 20 65 200 625 1.980 250

S 10 25 75 235 750 2370 500

a 5 S 10 30 90 275 875 2770 750

4 5 10 30 100 315 1 000 ai60 1Q000

5 5 15 40 125 395 1 250 a950 12500

6 5 15 45 150 475 1 500 4.740 15,000

7 5 20 55 175 555 1 750 5.530 1Z500

8 5 20 65 200 630 2000 2320 2(1000

9 5 25 70 225 710 a 250 7110 22.500

10 5 1 〇 25 80 250 790 2500 7910 25.000

12 5 1 〇 30 95 300 950 a 〇〇〇 3490 3ft000

1 4 5 1 〇 35 110 350 1.110 a 500 11.100
16 5 1 5 40 125 400 1.260 4.000 12600
18 5 1 5 45 140 450 1.420 4.500 140)0

20 5 1 5 50 160 500 1380 5.000 15,800
25 5 20 65 200 625 1.980 & 250 18800

30 10 25 75 235 750 2,870 1 500 2&700
35 10 30 90 275 875 2770 a 750 27700
44 10 80 100 315 1.000 ai6o id 〇〇〇 81.600
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表一 8 合成套音翁聪指散と等Iffi連濒苗

等価連統騒音レベ^L c g ( d B ( A )) 

合成騒皆露聽指教

等価連統騒音レ5レ7 (dB(A))

合成豉音露聴指数

10

80

800

99

15

82

20

83

1.000

100

25

84

1.250 1

101

30

85

.600

102

40

86

2000

108

50

87 

2500 

104

60
1 

88 
aiooj

105 1

售衝連続

級音レベル

表一 9 ‘危険率表

パーセンテージ
危険率3〕

露暇年 (露聴年数=年令一丨8年)
聡力障害の総針

dB(A) 〇 5 10 15 20 25 30 35 40 45

<80
(a)危 険 率〔方 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

(b)聘力障害の総計〔％〕 1 2 3 5 7 10 14 21 38 50

85
(a)危 険 率〔％〕 〇 1 3 5 6 7 8 9 10 7

<b)聆力障皆の総計〔勿〕 1 3 6 10 13 17 22 30 13 5?

90
(a)危 険 率〔多〕 〇 4 10 13 16 16 18 20 21 15

(b)聴力障害の総計〔丹〕 1 6 13 19 23 26 32 41 54 65

95
(a)危 険 率〔矿 〇 7 17 24 28 29 31 32 29 23

(b)聴力障害の総计〔お 1 9 20 29 35 39 45 53 62 73

1 〇〇
(a)危 険 率〔务) 〇 1 2 29 37 42 43 44 44 41 83

(b)聴力障皆の総計〔矿 1 14 32 42 49 53 58 65 74 8$

! 〇5
(a)危 険 率〔矿 〇 18 42 53 58 60 62 61 54 41

(b)聘力障吿の総計〔笏〕 1 20 45 58 65 70 76 82 87 叫

J11*A V
(a)危 険 率〔务〕 〇 26 55 71 78 78 77 72 62 46

(b)聴力瞼告の総計〔伤〕 1 28 58 76 85 88 91 93 95 と

115
(a)危 険 率〇〕 〇 3G 71 83 87 84 81 75 64 47

(b)聘力障害の総計〔野) 1 38 74 88 94 94 95 96 97 97

表中の暴爲年数はI週間の作業時間を4 〇時間,1年を5 0週として考えている。

"、费ー 9の内,窕聴年敦のか考のためにLのナエフクリスト倒代で出された浬酝手 

の連転年数,年咨の分布表を表ー10に掲げた。

表ー10より騒音暴卷年数は籤大30年位になると考えてよい。また,表ー9は1週間 

の作業時凹を4 〇時間とみているが,额音暴富から考えた時間は3 3時間とみてよいと思 

われるので(6時間X 5. 5日=3 3時間),8 0年(』,3 0 X ・奇ー辛2 5年とみ!tし 

てよいと思われる。よって,表ー 9と表ー】】より普通の運転(騒音平均値)の場合は, 

危険率2 9 %,騒音が激しい場合の運転で危険率4 3 %となる。

£知^

表ー！〇

機種

林楽機械運虹手の年令,運転経験年数の分布

集械機

あ

トラクタ

痴

L9

88

合 8t

56

Q9

1.9

25-

3〇-

年 3 5— 5.5 11.5 &1

帝
4 〇- 181 2 68 2 2.4

4 5- 3 2.6 327 327

团 5 〇- 3 Q8 15.4 234

5 5 — 1 2.7 1 03

平均(標準偏差) 4 87 (5.1) 4 5.4 ( 64) 473(62)

〇- 2.0 70 4.3

5— 100 1 4.0 1 L8

1 〇- I 80 1 4,0 1 ai

1 5— 320 4 4.2 376

2 〇- 26.0 93 1 83

(钧
2 5 —

3〇-

1 2.0 S3

2.3

1 Q8

1.1

平均(標準偏差) 1 *28(62) 161(70) 170(66)

集材機と同様に,暴露年数2 5年で,表一 9と表ー】2より普通の運転の埸含は危険率 

】6 %,騒音が激しい場合の運転では危険率4 3%となる。
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①集材俊 表-11愛音暴德81•薛手願表

! 程
！週間の平均 

魅続時間
(A) 

平均値
9 5 0(B) 
上限値

レベル別駁音嫌露指数

(A) (B)

空気器上げ 7 7分 9 5dB 1 0 1 dB I 〇 3S

空锻器走行 5時問】9分 9 6 1 〇 4 4 5 475

引込み 2脚〇 5 6分 9 6 1 〇 1 2 5 75

荷掛け待ち 9HMIJJ3 2 分 80 8 5 5 ] 〇

横取り 3&枷4 〇分 98 1 02 I 〇〇 1 〇〇

実多器走行 6時間14分 9 5 9 9 5 5 1 75

荷おろし 9 9分 11 9 6 5 1 5

荷はずし待ち 2時岡1分 8 〇 8 6 —

合成適咅乘繹指数 24 5 885

等価騒音レベル 94 99

表ー12 騒音暴露針算手順表

工 程
1週問の平均 平均値 9 5 % レペル別騒音暴抠指故

継続時IUJ (A) 上限値(B) (A) (B)

空車走行 9時問16分 94 1 〇 ！ 80 2 50

荷掛け待ち 5昭!!] 5 8分 84 90 5 4 5

ウィンチ引き 2時問18分 9 1 1 〇 6 5 200

灾車走行 7日就;J 3 7分 96 1 〇 2 65 2 00

荷はづし待ち 3時間5 7分 7 9 87 — 5

般台整理 4瞰］9分 8 I 〇 〇 1 5 1 25

合成蟻音暴命指数 1 7 〇 8 25

墙価最音レベル 9 2 99

&-13 耳栓の便用状況

いつも耳栓 時々耳栓 耳栓を
調 签

をつける をつける つけない 対发者

処材機迎転手 2 % 4痴 9 4¢ S 4名

トラクタ連伝手 1 2 % 12茄 7 6¢ 4 3名

耳检便用苔が非當に少ない。耳栓を使用すると信号音が間こえないとかの意兄もある参 労

俱"I学研究所の過査ではそれ程でもないとの結盼がでている。泠考までに,耳栓のJ IS規 

枱(表一 I 4 )と灾際の遮音効果性能の一例(図一 9 )を示す。

表ー14 防H•用耳せんの性能(JIS B9904-1 958)

舗考:2種lOOOFkのしゃ音値】5dB以下にするのが望ましい。

周波故 しゃ音値(dB)

(Hz) 1 種 2 種

500 】〇以上 】0未満

1.。 0 0 1 5 〃 —

2,000 20 〃 2 0以上

4.0 〇 〇 25 " 2 5〃

BilleshoJmのカタログ 
に示された遮容性能

グラスウーノし耳栓の遮音性能

(6)耳栓の使用状況

ここで耳栓の使用状況を調べてみる。資料は人間工学的チェワクリスト；调査の時列べ

たものである。
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林道法面工法の評価検討
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